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―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

１．令和５年度監視レポートの公表について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

GI 産品のブランド価値の維持・向上のためには、GI の不正使用事案の摘発、 

取締り等による早期の除去・抹消が重要であることから、農林水産省では、 

不正表示通報窓口を設置し、国民の皆様から広く窓口に寄せられた情報を基に、 

調査や立入検査を実施し、不正が認められる場合には、除去・抹消等の措置を 

命じる（措置命令）等の対応を取っています。 

また、海外における不正使用についても調査を実施し、不正使用が疑われる 

ものについては当該国に改善を求め、インターネットショッピングサイトの 

商品に対しては削除申請を行う等の対応を取っています。 

 

併せて、取締りの事実を公表することが、発生の抑止になると考え、 

年に１回、監視状況を整理した監視レポートを作成・公表しています。 

このたび、令和５年度の監視レポートを公表しましたのでお知らせします。 

 

令和５年度は、国内の７件について、自主申告または立入検査時に GI 法違反 

が確認され、措置命令または指導を行いました。 

また、世界の 179 のインターネットショッピングサイトを検索し、 

日本の GI産品やその地名を検索したところ、日本の GI 産品の名称や 

その地名が不正に使用されているのではないかと疑われる商品が 

計 1,242 件見つかり、すべてについて削除申請を実施し、 

令和６年２月末の時点で、611 件の削除を確認しています。 

 

レポートの全文はこちらから 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/outline/attach/pdf/index-56.pdf 

 

 

 

 

 

 

 



 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２．模倣品疑義情報相談窓口のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

「農林水産物・食品海外模倣品疑義情報相談窓口」（以下「相談窓口」と言い 

ます。）を、主要輸出先国・地域に設置された「輸出支援プラットフォーム」 

に順次設置しております。 

相談窓口では、日本の農林水産物・食品の模倣品（GI 産品を含む）について、 

(1)海外での対策を希望される方からのご相談（コンサルティング事業） 

(2)模倣品等に関する疑義情報提供 

を随時受け付けております。 

 

海外における農産物・食品の模倣品対策にご関心のある方は、 

以下の相談窓口にぜひお問い合わせください。 

 

米国：https://www.jetro.go.jp/agriportal/platform/us/ip.html 

 

ベトナム：https://www.jetro.go.jp/agriportal/platform/vn/ip.html 

 

シンガポール：https://www.jetro.go.jp/agriportal/platform/sg/ip.html 

 

ＥＵ：https://www.jetro.go.jp/agriportal/platform/eu/ip.html 

 

中国：https://www.jetro.go.jp/agriportal/platform/cn/ip.html 

 

香港：https://www.jetro.go.jp/agriportal/platform/hk/ip.html 

 

タイ・バンコク：https://www.jetro.go.jp/agriportal/platform/th/ip.html 

 

台湾：https://www.koryu.or.jp/business/platform/ 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

３．登録の申請の公示について  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

令和 6年 7月 1日に、「くまもと踊る丹頂」の登録の申請の公示を行いました。  

また、7月 11 日に、「沖縄黒糖」について登録の申請の事実の公示を行いました。  

 

地理的表示法に基づき、登録の申請があったときは、農林水産省ホームページ 

内で「登録の申請の事実の公示」を行います。  

申請については必要に応じて補正を求め、補正が行われると、「登録の申請の 

公示」を３か月間行います。この公示期間はどなたでも、公示内容について 

意見書を提出することができます。 

申請の公示期間終了後、申請産品は、学識経験者の意見聴取を経て、登録の 

可否が決定されます。  

 

公示等情報の詳細、現在申請の公示中の産品については、以下のホームページ 

からご確認ください。  

（URL）https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/notice/index.html 



 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

４．アンケートへのご協力の御礼 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

前回のメールマガジンでアンケートにご回答いただいた皆様、 

大変貴重なご意見をありがとうございました。 

ご意見を踏まえ、GI の活用事例や不適切な表示の事例、GI 産品が購入できる 

場所の紹介等、内容を充実させていく所存です。 

 

引き続き回答を受け付けておりますので、まだご回答いただいていない方も、 

ぜひご意見をお寄せください。 

（URL）https://forms.office.com/r/SWbN3eTVQ5 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集後記  

 

私は、これまで水産関係の仕事を別の行政・研究機関でしていましたが、 

この４月から農林水産省へ入省し、現在の部署で働いています。 

 

先日、東京都内の都道府県アンテナショップへ行ってきました。 

各都道府県の産品がたくさんある中、発見しました！GI マークの商品！ 

 

まずは、福井県の「若狭小浜小鯛ささ漬」を見つけました。 

小鯛ささ漬は幼い頃に食べたことがありましたが、GI マークが 

付いているのを見るのは初めてで、新鮮な気持ちになりました。 

次に見つけたのは広島県の GI 産品「福山のくわい」を使用したスナック菓子、 

その名も「くわいっこ」です！ 

 

私はこの仕事を始めるまで、恥ずかしながら「くわい」という農産物を 

知りませんでした。くわいにはいくつかの種類があり、日本で主に栽培されて 

いるのは「青くわい」という品種で、福山のくわいはほっこりとした食感が 

特徴だそうです。 

 

東京都内のアンテナショップでも、GI マークのついた商品や GI産品を使用 

した商品が販売されているので、みなさんもぜひ、GI 産品を探しに 

アンテナショップ巡りをしてみてはいかがでしょうか。（K） 

 

※編集後記は地理的表示（GI）担当職員の個人的な雑感を述べたものであり、 

農林水産省の見解を示すものではありません。 
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